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4. ふたっ の頭を持っ貧乏和人 
ひとりの ノ b へ さい貧乏和人がいました・ふたつの 頭がついていて ，ひとつの頭 
はものぐさ，ひとつの 頭はまめでしたⅠそのま ぬ なほうの頭は ，とてもよく 働 
きました・毎日あ ちこちへ行って ， 新 切りでも 薪 とりでも， どんどんして ， そ 
0 代金を受け取ると ノ こんどは，そのものぐさなほ う の頭も，どんどん 食べま 
す・ふたりでどんどん 食べます @ ゾ
まめなほ う の頭は，あ まりひとりだけ 働いていて つ ら い のに，その， ものぐ 
さで， 何もしない頭が ， 大食いなのが 憎 らし V 、 ので，「なんとかして 殺してや 
り た い なあ ! 」と思 っ硅 わで，毒を手に 入れまし ち そして，そのものぐさな 
頭が，その毒を 食べまし ち すると，ひとっの 体についていたものですから ， 
両方とも死んでしまいました ゴ 
ですから， ひとつの腹 から生まれ出た 人たちは， 互いにいがみ 合うことな 
く，どの人がものぐさであ っても，どの 人がまめであ っても，まめな 人が働い 
て，助け合って 食べる人が，みんな 長生きするのですよ ， とき・ 
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